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　旧ヒトヨタケ属Coprinus Pers. s.lat. は現在ではハラタ
ケ科のCoprinus Pers. s. str.，ナヨタケ科のCoprinopsis P. 
Karst., Coprinellus P. Karst., Parasola Redhead, Vilgalys 
& Hoppleの4属にわけられている (Redhead et al., 2001) ．
日本産として本郷 (1987) が42種を報告したが，その後
日本新産種としてCoprinus insignis Peck (Nagasawa and 
Hongo, 1985) ，C. candidolanatus Doveri & Uljé 及び C. 
stercoreus Fr. (Fukiharu et al., 2005) の3種が追加され，
また新種としてCoprinopsis asiaticiphlyctidospora Fukiharu 
& Horigome (Fukiharu et al., 2014) ，C. igarashii 
Fukiharu & K. Shimizu (Fukiharu et al., 2015) 2種が加
わり，日本産ヒトヨタケ類として合計47種が知られてい
る．多くは平滑な表面の担子胞子をもつが，日本産種の
うち5種が粗面の担子胞子をもつ．そのうち千葉県に分
布し（吹春ほか, 2017），粗面の担子胞子をもつ3種（ザ
ラミノヒトヨタケ，ザラミノヒトヨタケモドキ，ミヤマ
ザラミノヒトヨタケ）は，和名と学名の対応がやや混乱
した状況にあった．すなわち，本郷 (1965) は粗面の担
子胞子をもつ「ザラミノヒトヨタケモドキ」に，Coprinus 
insignis［≡ Coprinopsis insignis (Peck) Redhead, Vilgalys 
& Moncalvo］の学名をあてた．しかし掲載された担子
胞子の図は，明瞭な胞子盤をもつCoprinopsis echinospora  
(Buller) Redhead, Vilgalys & Moncalvo (Sagara, 1975; 
Uljé, 2005) のものであった．またNagasawa and Hongo 

(1985) は，本郷 (1965) に従い C. insignis (Uljé, 2005) を
「ザラミノヒトヨタケモドキ」として報告した．その後，
本郷 (1987) は，Coprinus echinosporus Buller (≡ Coprinopsis 
echinospora) の学名に対し「ザラミノヒトヨタケモドキ

（？）」という表現を用いて判断を保留した．このように，
「ザラミノヒトヨタケモドキ」という和名に対応する学
名は，Coprinopsis insignis 及びC. echinosporaの２つが
併存している．そのため本研究ではこれら２種とともに，
千葉県に分布するC. phlyctidospora (Romagn.) Redhead, 
Vilgalys & Moncalvoザラミノヒトヨタケを加え，千葉
県立中央博物館に収蔵された3種の標本をもとに，形態
的・生態的な区別点を明らかにし，和名（ザラミノヒトヨ
タケ，ザラミノヒトヨタケモドキ，ミヤマザラミノヒト
ヨ タ ケ ） と 学 名 (Coprinopsis phlyctidospora， C. 
echinospora，C. insignis) の対応を整理した．また3種
について，ヒトヨタケ類の種を識別する上で重要な 
(Singer, 1986; Schafer, 2010) ，かさ被膜および担子胞子
の形態的特徴，及び生態的特徴に基づく検索表を作成し
た．ミヤマザラミノヒトヨタケについては，本郷 (1965, 
1987) にも解説がなかったため，県内産標本をもとに顕
微鏡的特徴の記述を加えた．
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要　旨　千葉県に産し，形態的に類似し粗面の担子胞子をもつヒトヨタケ類（担子菌類，ハラタケ目）
3種（Coprinopsis phlyctidospora ザラミノヒトヨタケ，C. echinospora ザラミノヒトヨタケモドキ，
C. insignis ミヤマザラミノヒトヨタケ）は，これまで和名と学名の対応が整理されず，これらの分
類は混乱した状況にあった．そこで千葉県立中央博物館に収蔵された標本をもとに，形態的特徴を
比較して区別点を明らかにするとともに，基準となる記載と比較し和名に対応する学名を整理した．
そして，これら3種について，肉眼的・顕微鏡的形態（担子胞子，かさ被膜細胞）における区別点を
明らかにした．併せて千葉県内の標本記録地点も整理し，県内における3種の生態的特徴についても
明らかにした．

キーワード：Coprinopsis echinospora ザラミノヒトヨタケモドキ，Coprinopsis insignis ミヤマザラ
ミノヒトヨタケ
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材料と方法

　標本: 形態的特徴の観察のため, 千葉県立中央博物館
（CBM）に保管されている次の標本をもちいた. ザラミ
ノ ヒ ト ヨ タ ケCoprinopsis phlyctidospora: ［CBM-
FB-10381］ 香取郡東庄県民の森, 7 Jan.1995, 堀米礼子採
集, 尿素処理水培養土から発生; ［CBM-FB-11134］千葉市
若葉区野呂町泉自然公園, 18 Jun.1994, 大作晃一採集. ザ
ラ ミ ノ ヒ ト ヨ タ ケ モ ド キC. echinospora: ［CBM-
FB-2714］ 鴨 川 市 天 津 小 湊 町 東 大 演 習 林 仁 の 沢, 11 
Nov.1989, 菊地原採集, 尿素処理土壌から発生; ［CBM-
FB-15174］福島県田村市滝根町大字神俣字大滝根, 26 
Sep.1996, 吹春俊光採集, 尿素処理水培養土から発生. ミ
ヤマザラミノヒトヨタケC. insignis: ［CBM-FB-14422］市
原市月崎市原市民の森, 21 Oct.1995, 千葉菌類談話会採
集; ［CBM-FB-15443］ 千 葉 市 野 呂 町 泉 自 然 公 園, 12 
Oct.1996, 千葉菌類談話会採集. 
　千葉県産標本記録：千葉県立中央博物館（CBM）に
保管された1987年4月から2019年9月までの千葉県産菌類
記録（25567件, 目撃記録を含む）のうち，本研究対象3
種の記録を，標本番号, 採集年月日，採集地，採集者の
順に引用した．同一産地に複数記録がある場合は１標本
のみ引用した．観察会の記録は採集者を省いた．発生地
の環境を示すため「自然度」（環境庁, 1976）という指数
を用い，それぞれの種の発生環境を評価した．
　顕微鏡的特徴の観察：乾燥標本は対象となる部分（ひ
だ・傘上の外被膜の一部）を, アンモニア水 (28％) を封
入液とし生物顕微鏡で観察した．担子胞子の計測値はQ 
= 担子胞子の長径と短径（正面）の比, Q m = Qの平均
（±標準偏差）とした．走査電子顕微鏡用試料は, 担子
胞子をアンモニア水 (28％) で乾燥状態からもどし, オス
ミウム酸蒸気 (5％) で固定した後, イオンスパッタ装置
を用いてプラチナ・パラジウム合金により蒸着をおこな
い作成し, 走査電子顕微鏡 (Hitachi S-800) で加速電圧
5.0kVで観察した．

結果と考察

1．形態と生態
1-1．ザラミノヒトヨタケ（図1A, 2A）
　Coprinopsis phlyctidospora (Romagn.) Redhead, 
Vilgalys & Moncalvo, Taxon 50: 230 (2001) .
≡ Coprinus phlyctidosporus Romagn., Rev. Mycol. 10: 
88 (1946) .
（1）かさ被膜：被膜細胞は樹枝状に分岐する細胞より
構成され（図1A）, 細胞は幅 6–8 µm, 長さ 9–23 µm．
参考: 幅 3–10 µm（本郷, 1987）; 薄膜, 樹枝状に分岐し, 
幅 2–8 µm（Uljé, 2005）．
（2）担子胞子：正面は短楕円形, 側面は短楕円形から
アーモンド形, 表面は粗面でいぼ状突起をもつ, 胞子盤
をもつがやや不明瞭（図2A）, 長径 8.3–9.2 µm（8.9±0.3, 
n= 7）, 短径（正面）6.3–6.5 µm (6.4±0.1, n= 4) , 短径（側

面）6.3–6.5 µm (6.3±0.1, n= 3)，Q=1.3–1.5,  Q m=1.4±
0.1．発芽孔は頂端にあるがやや不明瞭（図2A）．参考：
8–9×6–7.5 µm (本郷, 1987) ; 7.5–11.0 × 5.5–8.0 µm, Q= 
1.20–1.50, Q m= 1.30–1.40, 長径平均= 8.4–10.6 µm, 短径平
均= 6.0–7.6 µm (Uljé, 2005) ．
（3）千葉県内の分布：標本記録は19カ所（標本441点）．
［CBM-FB 10398］, 20 Sep. 1994, 流山市西初石, 採集: 大
作晃一; ［CBM-FB 11264］, 10. Jul. 1994, 流山市駒木, 採
集: 大作晃一; ［CBM-FB 10381］, 7 Jan. 1995, 香取郡東庄
町東庄県民の森（採集土壌を室内培養）, 採集: 堀米礼子; 
［CBM-FB 11328］, 24 Aug. 1994, 佐原市岩ケ崎の森, 稲
荷神社, 採集: 堀米礼子; ［CBM-FB 15339］, 9 Aug. 1993, 
印旛郡栄町竜角寺房総風土記の丘, 採集: 佐藤登美子; 
［CBM-FB 11400］, 2 Jul. 1994, 船橋市行田公園, 採集: 須
賀はる子; ［CBM-FB 12604］, 13 May. 1995, 船橋市大神保
町船橋県民の森, 採集: 大作晃一; ［CBM-FB 4452］, 31 
Jul. 1992, 千葉市青葉町千葉県立中央博物館生態園, 採
集: 吹春俊光; ［CBM-FB 10700］, 26 Jul. 1995, 千葉市若葉
区大宮町日枝神社, 採集: 堀米礼子; ［CBM-FB 11134］, 18. 
Jun. 1994, 千葉市若葉区野呂町泉自然公園, 採集: 大作晃
一; ［CBM-FB 5926］, 29 Jul. 1993, 千葉市緑区平山町, 採
集: 吹春俊光; ［CBM-FB 12815］, 3 Jul. 1995, 長生郡長南

図1．ヒトヨタケ類3種のかさ被膜細胞．A．ザラミノヒトヨタケ 
Coprinopsis phlyctidospora，被膜細胞は樹枝状に分岐する菌糸より
構成される ［CBM-FB-11134］; B．ザラミノヒトヨタケモドキC. 
echinospora，被膜細胞は樹枝状に分岐する細胞及び等径の分岐
しない細胞から構成される ［CBM-FB-2714］; C．ミヤマザラミノヒ
トヨタケC. insignis，被膜細胞は分岐しない細胞より構成され，
先端は先細り形となる［CBM-FB-15443］．スケールは 50 µm．
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図2．ヒトヨタケ類3種の担子胞子．左から背面，正面，側面を示
す．A．ザラミノヒトヨタケ Coprinopsis phlyctidospora，発芽孔
は不明瞭，胞子盤はやや確認できる［CBM-FB-10381］: B．ザラ
ミノヒトヨタケモドキC. echinospora，発芽孔・胞子盤ともに明
瞭［CBM-FB-2714］; C．ミヤマザラミノヒトヨタケC. insignis，
発芽孔は明瞭だが胞子盤を完全に欠く［CBM-FB-15443］．スケー
ルは 5 µm．

町 笠 森 寺, 採 集: 堀 米 礼 子; ［CBM-FB 10678］, 12 Jul. 
1995, 長生郡長柄町権現森, 採集: 堀米礼子; ［CBM-FB 
40094］, 11 Nov. 2014, 市原市古敷谷 2093 教育の森, 採
集: 加藤恵美子; ［CBM-FB 11245］, 9 Jul. 1994, 長生郡一
宮町, 採集: 堀米礼子; ［CBM-FB 21215］, 16 Sep. 1998, 夷
隅郡大原町, 採集: 山越沙織; ［CBM-FB 10655］, 15 Jul. 
1995, 君津市尾崎清和県民の森, 採集: 堀米礼子; ［CBM-
FB 31223］, 3 Jul. 2002, 君津市東大演習林楢の木台, 採集: 
浜崎智悟; ［CBM-FB 10751］, 15 Jul. 1995, 館山市神余, 採
集: 堀米礼子．
（4）生態：本菌は動物関連物質の分解跡に発生するア
ンモニア菌であることが知られている（Sagara, 1975）．
今回引用した千葉県産記録は全て尿素肥料処理により人
為的に発生させた (Sagara, 1975) ．房総半島の潜在自然
植生をよく残す自然度の高い森林（東大千葉演習林，自
然度：8–9）から，自然度がそれほど高くない市街地の
公園林内（船橋市行田公園など，自然度：2–7）まで，
耕作地や住宅地など以外で植栽された樹木が存在するよ
うな場所であれば，広い幅の自然度をもつ環境に発生す
る．また分布域も今回比較した3種のうちでは最も広域
で，流山市から館山市までほぼ房総半島全域でみられた．

（5）和名：本郷（1965）（青木実の未発表の図版を引用），
青木 (1970) ．

1-2．ザラミノヒトヨタケモドキ（図1B，2B）
　Coprinopsis echinospora (Buller) Redhead, Vilgalys & 
Moncalvo, Taxon 50: 227 (2001) ．
≡ Coprinus echinosporus Buller, Trans. Brit. Mycol. 
Soc. 6: 363 (1920) ．
（1）かさ被膜：被膜細胞は樹枝状に分岐する細胞と等
径の分岐しない細胞から構成され，細胞は幅 4–8 µm，
長さ 12–23 µm．［CBM-FB-2714］（図1B）．参考: 薄膜，
樹枝状に分岐し，幅 2–8 µm (Uljé, 2005) ．
（2）担子胞子：正面は短楕円形，側面はアーモンド形，
表面は粗面でいぼ状突起をもつ，胞子盤は明瞭（図
2B），長径 7.5–10.4 µm (8.6±0.9, n= 31) ，短径（正面）
4.6–7.7 µm (5.6±0.8, n= 16) ，短径（側面）4.6–7.3 µm (5.6
±0.7, n= 14) ，Q=1,1–1,7，Qm＝1.5±0.2．発芽孔は頂端
にあり明瞭（図2B），1.0–2.0 µm (1.7±0.3, n= 13) ．参考：
8.5–12.0 (13.0) × 6.0–8.0 µm，Q= 1.25–1.80，Q m= 1.35–
1.60，長径平均= 9.2–11.1 µm，短径平均= 6.8–7.4 µm (Uljé, 
2005) ．
（3）千葉県内の分布：標本記録は東大千葉演習林1カ所, 
県内産標本は4点. 標本記録: ［CBM-FB 2191］, 27 May. 
1989鴨 川 市 東 大 千 葉 演 習 林 荒 樫 沢, 採 集: 吹 春 俊
光; ［CBM-FB 2714］, 11 Nov. 1989鴨川市東大千葉演習
林仁の沢, 採集: 菊地原; ［CBM-FB 31376］, 15 Jul. 2002
君津市 東大千葉演習林折木沢楢の木台, 採集: 浜崎智悟.
（4）生態：本菌は動物関連物質の分解跡に発生するア
ンモニア菌であることが知られている（Sagara, 1975）．
今回引用した千葉県産記録は全て尿素肥料処理により人
為的に発生させたものである．前述のザラミノヒトヨタ
ケは，自然度の高い森林から市街地の公園まで，尿素処
理をおこなえば，ほぼ必ず発生している．一方，同様の
条件下で発生する可能性がある本種は，前種と同じ人為
処理区で発生させたものであるが，頻度高く発生するザ
ラミノヒトヨタケ（標本記録19カ所，標本441点）と異
なり，東大千葉演習林（自然度：8–9）という，房総半
島の潜在自然植生をよく残す自然度の高い森林のみに見
られるという（標本記録1カ所，標本4点），際だった発
生環境の違いが見られた．
（5）和名：本郷（1965）（青木実の未発表の図版を引用），
青木 (1968) ．

1-3．ミヤマザラミノヒトヨタケ（図1C, 2C, 3）
　Coprinopsis insignis (Peck) Redhead, Vilgalys & 
Moncalvo, Taxon 50: 228 (2001) .
≡ Coprinus insignis Peck, Bull. Buffallo Soc. Nat. Sci. 1: 
60 (1874) .
（1）かさ被膜：被膜細胞は分岐しない細胞より構成さ
れ，先端は先細り形となり（図1C），細胞は幅 6–15 
µm，長さ 21–98 µm．参考: 先端の細胞は先細り形の菌
糸より構成され，幅 5–15 µm，先の方へ細まる菌糸の
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束毛となり，幅 5–13 µm (Nagasawa and Hongo, 1985) ; 
20–125 × 7–14 µm (Uljé, 2005) ．
（2）担子胞子：正面は紡錘形，短楕円形，側面はアー
モンド形，表面は粗面でいぼ状突起をもつ，胞子盤を欠
く（図2C），長径7.9–11.0 µm (9.6±0.8, n= 40) ，短径（正
面）5.0–6.3 µm (5.6±0.3, n= 20)．短径（側面）4.8–6.3 
µm (5.5±0.5, n= 20) ，Q＝1.5–2.2，Qm＝1.8±0.2．発芽孔
は頂端にあり明瞭，1.2–1.5 µm (1.4±0.1, n= 6）．参考：
亜卵形，楕円形，側面はアーモンド形，8–11× 5–6 (–7)  
µm，Q= （1.4–）1.6–1.8 (Nagasawa and Hongo, 1985) ; 
11.0–14.5 × 6.5–8.5 µm，Q= 1.50–1.95, Qm= 1.70，長径
平均= 12.3–12.5 µm，短径平均= 7.3–7.4 µm (Uljé, 2005) ．
（3）顕微鏡的特徴：側・縁シスチジアは棍棒状，卵形，
類球形，48–123 × 20–30 µm（図3A），担子器は4胞子性，
27–36 × 7–10 µm（図3B）．
（4）千葉県内の分布：記録は15カ所（目撃情報4件, 県
内産標本は55点）. そのうち15件は以下のとおり. ［CBM-
FB 31918］, 14 Oct. 2002, 印旛郡栄町竜角寺房総のむら; 
［CBM-FB 11960］, 9 Oct. 1994, 船橋市大神保町船橋県
民の森, 採集: 大作晃一; ［CBM-FB 15455］, 14 Oct. 1996, 
佐倉市飯野佐倉市市民の森, 採集: 佐倉野草会; ［CBM-FB 
43738］, 23 Jun. 2018, 佐倉市城内町佐倉城址公園, 採集: 
千葉菌類談話会; ［CBM-FB 39605］, 23 Jun. 2013, 佐倉市
下志津佐倉西部自然公園, 採集: 佐倉自然同好会; ［CBM-
FB 44291］, 8 Jun. 2019, 千葉市若葉区大宮台, 採集: 北川
公子; ［CBM-FB 36069］, 22 Oct. 2005, 千葉市小食土町昭
和の森, 採集: 千葉菌類談話会; ［CBM-FB 15443］, 12 Oct. 
1996, 千葉市若葉区野呂町泉自然公園, 採集: 千葉菌類談
話会; ［CBM-FB 43153］, 12 Oct. 2016, 木更津市かずさ鎌
足 アカデミア公園, 採集: 鎌足公民館観察会; ［CBM-FB 
31829］, 6 Oct.2002, 市原市月出, 採集: 市原植物研究会; 
［CBM-FB 43988］, 10 Oct. 2018, 市原市月崎 市原市民
の森, 採集: 市原植物研究会; ［CBM-FB 39822］, 18 Oct. 
2013, 夷 隅 郡 大 多 喜 町 筒 森; ［CBM-FB 33007］, 11 

Aug.2003, 鴨川市東大演習林荒樫沢, 採集: 吹春俊光; 
［CBM-FB 44331］, 10 Jul. 2019, 君津市鴨川市東大演習
林楢の木台, 採集: 吹春俊光; ［CBM-FB 44057］, 14 Oct. 
2018, 君津市豊英豊英島, 採集: ちば千年の森をつくる会; 
［CBM-FB 10536］, 17 Jun. 1995, 館山市神余, 採集: 堀米
礼子. 
（5）生態：房総半島の潜在自然植生をよく残す自然度
の高い森林（東大千葉演習林，自然度8–9）から，比較
的良好な自然が残された里山を利用した公園（房総のむ
ら，佐倉城址公園，千葉市泉自然公園など，自然度
6–8）に発生する．本種は自然度の低い市街地内の公園
などには見られないが，自然度の高い森林や里山的環境
を残した公園などの環境を好む傾向がある．
（6） 和 名： 青 木 (1967, 1969, 1995) の 図 版 (186, 288, 
1786) に，学名は明示されていないものの，「ミヤマザ
ラミノヒトヨタケ」の和名と共にC. insignisと考えられ
る明瞭な顕微鏡的な記載が掲載され，特に「胞子盤がな
い」の記述がある．そのため青木 (1967, 1969, 1995) に
従い，本和名と学名の組み合わせとするのが妥当である．

２．３種について
2-1． ザ ラ ミ ノ ヒ ト ヨ タ ケ モ ド キ はCoprinopsis 
echinospora である
　本郷 (1965) の「ザラミノヒトヨタケモドキ（新称，
本郷および青木）」の記載をみると，「茎は 2–6 cm × 
1–2.5 mm」，「ごみ捨て場に単生〜少数群生」と記述され，
また「青木実氏原図」と引用のある担子胞子図には，明
瞭に胞子盤が描かれている．すなわち「子実体は小形」，
「ごみ捨て場などに発生するというアンモニア菌の生態
を持つ」，「胞子盤を持つ」という特徴から，本郷（1965）
に掲載されている「ザラミノヒトヨタケモドキ」は明ら
かに C. echinospora（Uljé, 2005）であり，「ザラミノヒ
トヨタケモドキ」とC. insignisの組み合わせ（Nagasawa 
and Hongo, 1985） は誤適用（勝本, 2010）である．また，
本郷（1965）が青木実の未発表と思われる担子胞子の顕
微鏡図を引用していること，私家版である青木 (1968) 
の図版には「ザラミノヒトヨタケモドキ（青木・本郷）
1965」 と 書 か れ て い る こ と， 青 木 (1968) に は C. 
echinospora，C. insignis，C. phlyctidospora 3種の区別
点が詳細な形態的特徴と共に指摘されていること，など
により本種の研究については青木が主導的にすすめ，青
木との情報交換により本郷（1965）が引用したものと思
われる．

2-2．3種の検索表
　本研究で対象とした3種は，かさ被膜細胞の形態と胞
子盤の有無により明瞭に区別することができた．さらに
記 載 (Peck, 1874; Buller, 1920; Romagnesi, 1946; 青 木, 
1967, 1968, 1969, 1970, 1995; 本郷, 1965; Sagara, 1975; Uljé, 
2005) や，標本記録に基づく生態的特徴等を加えること
で，これら3種の検索表を以下のように作成した．図3．Coprinopsis insignis ミヤマザラミノヒトヨタケ．Ａ．側シ

スチジア，Ｂ．担子器．［CBM-FB-14422］．スケールは 10 µm．
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粗面の担子胞子をもつ千葉県産ヒトヨタケ類3種の特徴と区別点

１．�かさ被膜は分岐する細胞を含む，子実体は小形 (＜
高さ 10 cm) ，アンモニア菌

　　・・・・・・・・・・・・・・・２
１’．�かさ被膜は分岐する細胞を含まない，子実体は中

〜大形 (＞高さ 10 cm) ，アンモニア菌ではない
　　・・・・�ミヤマザラミノヒトヨタケ Coprinopsis 

insignis
２’．�担子胞子の胞子盤は明瞭，発芽孔も明瞭（発芽孔

径 1.0 µm以上），自然度の高い森林に発生する
　　・・・・ザラミノヒトヨタケモドキ C. echinospora
２’．�担子胞子の胞子盤は不明瞭，発芽孔も不明瞭，自

然度の低いところから高いところまで幅広い生態
的環境に発生する

　　・・・・ザラミノヒトヨタケ C. phlyctidospora
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　Three coprinoid species with rough surfaced 
basidiospores; Coprinopsis phlyctidospora, C. echinospora 
and C. insignis have been recognized under confused 
local name in Japan. In this study, three species were 
differentiated by morphological study based on the 
specimens collected in Chiba Prefecture, central Japan. 
Also, we clarify the relation between scientific and local  
(Japanese) names of these three species. Ecological 
characteristics and distribution of three species in Boso 
Peninsula (Chiba) were also discussed based on the 
specimens housed at CBM.




